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今回作る早送りタイムラプス動画カメラ

　1秒に1フレーム程度の間隔で撮影された，画的に
連続した静止画をつなげるとタイムラプス動画となり
ます．タイムラプス動画は雲などの動きの少ないもの
の観測結果を短時間で見られます．コマ落とし動画の
ような映像が特徴的です．
　今回からラズベリー・パイ3とラズパイ・カメラ（1）
を使用して，タイムラプス動画を作成するための写真
を自動的に撮影し，任意のタイミングで動画を作成す
る装置を作っていきます．

● ハードウェアの構成
装置の構成は図1のようになります．
作成した動画は，Wi-Fiで接続したPCやスマート

フォンなどでダウンロードして見ることができるよう
にします．Wi-Fiの通信にはWi-Fiルータなどを介し
て接続することを想定しています．
ラズパイ・カメラはV1とV2の2種類があり，おそ

らく今手に入れられるのはV2のみとなっています．
しかし筆者は古い方のカメラ（V1）しか持っていませ
ん．ですので筆者はV1で動作確認を行っていますが，
V2でもそのまま使用できると思います．

● 機能
ソフトウェアとしては次の機能を実現します．
機能①…自動的な画像撮影

機能②…�ウェブ・インターフェースによる動画の作
成/ダウンロード

　1秒に1回撮影し，30fps（フレーム/秒）とすると，実
時間で1時間分の写真から再生時間が2分程度の動画が
作成されます．数分の動画を作成する場合，必要な画
像の撮影に数時間かかるため，撮影を自動化して一度
設置したら放置しておけるような仕組みを考えます．

機能①…自動的な画像撮影

　タイムラプス動画を作成するための素材として1秒に
1枚ずつ画像データを撮影します．この画像はファイル
名に連番がついたJPEGファイルとして保存します．
　このような連続したデータを処理する場合，Linux
ではGStreamerを使用できます．

● キーテクノロジ…定番マルチメディア・ライ
ブラリGStreamer
GStreamerは主にLinuxで使用されるマルチメディ

ア・フレームワークです．クロス・プラットフォーム
となるように開発されており，WindowsやmacOSな
どでも動作します．動画編集ソフトウェアやメディ
ア・プレーヤなどのさまざまなアプリケーションの
バックエンドとして使用されています．またC/C++
のみならず，PythonやRubyなどさまざまな言語バイ
ンディングが用意されており広く開発に使用すること
ができます．
　プラグインによってさまざまな形式のデータに対応
できるため，GStreamerを使用することで簡単に強力
なマルチメディアの機能を実現することが可能となっ
ています．組み込みLinuxでも動作するため，カーナ
ビのようなリッチなインターフェースが求められる機
器の開発にも用いることができます．

機能②…ウェブ・インターフェース

　ウェブ・インターフェースでは次の機能を提供します．
・動画作成ボタン

第18回　GPS受信データのラズパイ3側受け取り設定の自動化（2018年6月号）
第19回　GPS受信データのラズパイ3側受け取り設定のレシピ化（2018年7月号）
第20回　Linux起動プロセスの基礎知識（2018年8月号）
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図1　早送りタイムラプス動画カメラを作る
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